2020年度　事業報告書
一般社団法人　こどもの居場所サポートおおさか
Ⅰ　事業期間

　　　2020年4月1日　～　2021年3月31日
Ⅱ　事業の成果
　2020年度より本格的に休眠預金事業の助成を受け、中間支援事業を中心に活動してきた。コロナ禍の中で、大阪や全国の有志の方々、企業等さまざまな応援を受けることができた。

コロナによる緊急事態宣言の中、事務所オープンとなり、活動が制限される中、開催に苦労されているこども食堂のサポートを開始した。私どもの呼びかけに約100件のこども食堂が登録され、さっそくサポートを始めた。
1.アサヒ飲料・キューピー・ドールなどからの食材受け入れ・配布
2.yahoo基金・キューピー財団による助成金の配布（13団体のこども食堂）
長引くコロナにより経済的に苦しい家庭が続出し、そのこども達を支えるこども食堂に対し食材調達に力を入れてコープ・スーパーなど多くの支援企業と繋がり、肉・米・レトルトカレーやオムツなどの日用品もこども食堂に渡すことができた。
　11月にはこども食堂を対象とした研修会を実施し、「コロナ禍でのこども食堂の活動」について活発に話し合った（43名参加）。
　こども食堂が連携できるように、大阪市内の各区でこどもの居場所連絡会の発足を働きかけ、サポートおおさかのメンバーが連絡会のメンバーになったりしている。
3月には1年間の締めくくりとして各こども食堂にアンケートを実施集計し、今後のこども食堂のあり方、支援の方法などを調査した。
Ⅲ　事業の実施に関する事項

１　こども食堂等への中間支援事業

（1） こども食堂サポート機能設置事業
　【内　　容】　
休眠預金に基づく3年間の事業の1年目となり、助成期間終了後の自立した事業継続を見据えて実施してく。資金分配団体は「一般社団法人　全国食支援活動協力会」。実行団体は、大阪のほか、福島県、北九州市、那覇市の団体が選定されており、連携して進めていく。
こども食堂等居場所からの相談を常時受け付けるとともに、必要な声を集め、ネットワークを構築していく。必要な物資等の寄贈を受け、こども食堂等居場所へ届ける。研修開催や情報発信を随時行っていく。

　【実施場所】　西成区松1‐2‐7（事務所）および各こども食堂等居場所など
　【開設日時】　（月・火・木・金）10：00～15：00（事務所）
　【収　　入】　10,516,253円（一般社団法人　全国食支援活動協力会／休眠預金）
　【支　　出】　10,516,253円（家賃、人件費、車両費など）
（2） こども食堂等への支援
　【内　　容】　その他こども食堂等居場所に必要なことを行う
　【実施日時】　必要に応じて
　【収　　入】　700,000円（キユーピーみらいたまご財団、Yahoo!基金、寄付金など）
　【支　　出】　700,000円（活動費など）

２　こどもや家庭への支援

（3） たこやきプロジェクト
　【内　　容】　
地域の会館やこども食堂等居場所を訪問し、こどもがたこやきをつくることを通じて、こどものエンパワメントやコミュニケーションの活性化を図る。
　【実施場所】　地域の会館やこども食堂等居場所
　【実施日時】　希望日時（コロナの感染状況をみて実施）
　【収　　入】　0円（コロナ禍のため実施せず）
　【支　　出】　0円（コロナ禍のため実施せず）

（4） 相談
　【内　　容】　こどもや家庭の相談に、随時対応する
　【実施場所】　西成区松1‐2‐7（事務所）など
　【実施日時】　希望時（約10回）
　【収　　入】　0円
　【支　　出】　0円
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